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　１月 2日、20歳の門出を祝う「中土佐町二十歳を祝う会」が開催されました。
　「二十歳を祝う会」には、今年度に 20歳を迎える 49人（平成 14年 4月 2日～平成 15年 4月 1日生
まれ：対象 58人 / 町外在住含む）が出席。色鮮やかな振り袖や真新しいスーツに身を包んだ出席者たちは、
大人になった喜びと懐かしい友人たちとの再会に明るい笑顔を浮かべながら、人生の節目となる大切な日
を喜び合っていました。

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
…
49
人
が
新
た
な
門
出
　

令和 5年

中土佐町二
は た ち

十歳を祝う会
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謝　

辞

　
　

謝　

辞

　
本
日
は
お
忙
し
い
中
、
私
た
ち
の
た
め
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
誠
に

　
本
日
は
お
忙
し
い
中
、
私
た
ち
の
た
め
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
中
土
佐
町
長
様
を
は
じ
め
御
臨
席
を
賜
り
ま

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
中
土
佐
町
長
様
を
は
じ
め
御
臨
席
を
賜
り
ま

し
た
皆
様
、
そ
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
様
々
な
制

し
た
皆
様
、
そ
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
様
々
な
制

限
が
あ
る
中
、
二
十
歳
を
祝
う
会
の
開
催
に
向
け
て
ご
尽
力
い
た
だ
い
た

限
が
あ
る
中
、
二
十
歳
を
祝
う
会
の
開
催
に
向
け
て
ご
尽
力
い
た
だ
い
た

全
て
の
皆
様
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

全
て
の
皆
様
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
思
い
返
せ
ば
、
二
十
年
の
月
日
が
経
つ
の
は
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。

　
思
い
返
せ
ば
、
二
十
年
の
月
日
が
経
つ
の
は
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。

こ
の
街
に
帰
っ
て
く
る
と
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
よ
み
が
え
り
ま
す
。

こ
の
街
に
帰
っ
て
く
る
と
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
よ
み
が
え
り
ま
す
。

学
校
行
事
で
訪
れ
た
様
々
な
場
所
、
休
み
の
日
に
友
達
と
い
っ
た
自
然
豊

学
校
行
事
で
訪
れ
た
様
々
な
場
所
、
休
み
の
日
に
友
達
と
い
っ
た
自
然
豊

か
な
山
や
川
、
放
課
後
に
た
わ
い
も
な
い
話
を
し
て
だ
ら
だ
ら
と
過
ご
し

か
な
山
や
川
、
放
課
後
に
た
わ
い
も
な
い
話
を
し
て
だ
ら
だ
ら
と
過
ご
し

た
帰
り
道
な
ど
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。
学
生
時
代
に
力
を
入
れ

た
帰
り
道
な
ど
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。
学
生
時
代
に
力
を
入
れ

て
い
た
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
野
球
、
和
太
鼓
で
は
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切
さ
、

て
い
た
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
野
球
、
和
太
鼓
で
は
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切
さ
、

本
番
に
向
け
て
作
品
を
作
り
上
げ
る
こ
と
の
達
成
感
、
協
力
し
努
力
す
る

本
番
に
向
け
て
作
品
を
作
り
上
げ
る
こ
と
の
達
成
感
、
協
力
し
努
力
す
る

こ
と
の
楽
し
さ
を
学
び
ま
し
た
。
試
合
や
大
会
の
日
に
は
、
毎
回
の
よ
う

こ
と
の
楽
し
さ
を
学
び
ま
し
た
。
試
合
や
大
会
の
日
に
は
、
毎
回
の
よ
う

に
親
が
応
援
に
か
け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
サ
ポ
ー
ト
や
声
援
が
私

に
親
が
応
援
に
か
け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
サ
ポ
ー
ト
や
声
援
が
私

の
大
き
な
支
え
と
な
り
、
力
を
あ
た
え
て
く
れ
ま
し
た
。

の
大
き
な
支
え
と
な
り
、
力
を
あ
た
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
私
は
高
校
卒
業
後
、
大
学
進
学
の
た
め
地
元
を
離
れ
、
現
在
は
北
海
道

　
私
は
高
校
卒
業
後
、
大
学
進
学
の
た
め
地
元
を
離
れ
、
現
在
は
北
海
道

の
帯
広
畜
産
大
学
で
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
大
学
か

の
帯
広
畜
産
大
学
で
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
大
学
か

ら
始
め
た
競
技
で
戸
惑
う
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
周
り
の
人
に
支

ら
始
め
た
競
技
で
戸
惑
う
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
周
り
の
人
に
支

え
ら
れ
な
が
ら
、
今
年
大
学
と
し
て
数
十
年
ぶ
り
に
全
国
大
会
へ
の
出
場

え
ら
れ
な
が
ら
、
今
年
大
学
と
し
て
数
十
年
ぶ
り
に
全
国
大
会
へ
の
出
場

を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
会
前
に
は
、
地
域
の
方
や
友
達
、
家

を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
会
前
に
は
、
地
域
の
方
や
友
達
、
家

族
か
ら
エ
ー
ル
を
い
た
だ
き
、
自
信
を
も
っ
て
試
合
に
挑
む
こ
と
が
で
き

族
か
ら
エ
ー
ル
を
い
た
だ
き
、
自
信
を
も
っ
て
試
合
に
挑
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　
北
海
道
で
の
生
活
は
す
べ
て
が
新
鮮
で
、
楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な

　
北
海
道
で
の
生
活
は
す
べ
て
が
新
鮮
で
、
楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な

く
、
た
く
さ
ん
の
苦
労
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
故
郷
に
つ
い
て
話
す
機

く
、
た
く
さ
ん
の
苦
労
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
故
郷
に
つ
い
て
話
す
機

会
が
増
え
、
改
め
て
中
土
佐
町
へ
の
思
い
の
深
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

会
が
増
え
、
改
め
て
中
土
佐
町
へ
の
思
い
の
深
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
大
学
で
は
農
業
経
済
学
を
学
ん
で
お
り
、
農
畜
産
業
の
発
展
に

ま
し
た
。
大
学
で
は
農
業
経
済
学
を
学
ん
で
お
り
、
農
畜
産
業
の
発
展
に

よ
る
地
域
お
こ
し
な
ど
、
卒
業
後
、
中
土
佐
町
に
少
し
で
も
恩
返
し
で
き

よ
る
地
域
お
こ
し
な
ど
、
卒
業
後
、
中
土
佐
町
に
少
し
で
も
恩
返
し
で
き

る
よ
う
な
勉
強
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

る
よ
う
な
勉
強
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
て
晴
れ
の
日
を
無
事
に
迎
え
ら
れ
た
の
は
ひ
と
え
に
今
ま
で
支

　
こ
う
し
て
晴
れ
の
日
を
無
事
に
迎
え
ら
れ
た
の
は
ひ
と
え
に
今
ま
で
支

え
て
下
さ
っ
た
皆
様
の
お
か
げ
で
す
。
時
に
は
ぶ
つ
か
り
な
が
ら
も
共
に

え
て
下
さ
っ
た
皆
様
の
お
か
げ
で
す
。
時
に
は
ぶ
つ
か
り
な
が
ら
も
共
に

歩
ん
で
き
た
仲
間
た
ち
、
時
に
は
優
し
く
時
に
は
厳
し
く
我
が
子
の
よ
う

歩
ん
で
き
た
仲
間
た
ち
、
時
に
は
優
し
く
時
に
は
厳
し
く
我
が
子
の
よ
う

に
ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、
い
つ
も
近
く
で
見
守
っ
て
下
さ
っ
た
地

に
ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、
い
つ
も
近
く
で
見
守
っ
て
下
さ
っ
た
地

域
の
方
々
、
た
く
さ
ん
の
愛
情
を
そ
そ
い
で
く
れ
た
両
親
に
感
謝
の
気
持

域
の
方
々
、
た
く
さ
ん
の
愛
情
を
そ
そ
い
で
く
れ
た
両
親
に
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　　
こ
こ
中
土
佐
町
は
、
自
然
に
囲
ま
れ
、
地
域
の
方
々
の
あ
た
た
か
さ
を
感

こ
こ
中
土
佐
町
は
、
自
然
に
囲
ま
れ
、
地
域
の
方
々
の
あ
た
た
か
さ
を
感

じ
る
こ
と
の
で
き
る
と
て
も
い
い
町
で
す
。
こ
の
大
好
き
な
中
土
佐
町
を
こ

じ
る
こ
と
の
で
き
る
と
て
も
い
い
町
で
す
。
こ
の
大
好
き
な
中
土
佐
町
を
こ

れ
か
ら
も
私
た
ち
の
手
で
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

れ
か
ら
も
私
た
ち
の
手
で
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
私
た
ち
で
す
が
、
今
ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
多
く

　
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
私
た
ち
で
す
が
、
今
ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
多
く

の
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
皆
様
に
頼
も
し
い
姿
を
お
見
せ

の
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
皆
様
に
頼
も
し
い
姿
を
お
見
せ

で
き
る
よ
う
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

で
き
る
よ
う
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
皆
様
か
ら
の
ご
指
導
、
応
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

　
こ
れ
か
ら
も
皆
様
か
ら
の
ご
指
導
、
応
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

お
礼
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
日
は
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

お
礼
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
日
は
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
五
年
一
月
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
五
年
一
月
二
日

新
成
人
代
表
　
池
田
　
大
和

新
成
人
代
表
　
池
田
　
大
和

　

今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
拡
大
予
防
の
た
め
、
来
賓
や
式
典

会
場
へ
の
入
場
者
の
制
限
を
し
て
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
新
成
人
を
代
表
し
て
、

浪
上
海
星
さ
ん
（
久
礼
）
・
横
矢
里
奈

さ
ん
（
上
ノ
加
江
）
が
記
念
品
を
受

け
取
り
、
池
田
大
和
さ
ん
（
大
野
見
）

が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

節
目
の
日
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん

の
、
和
や
か
な
雰
囲
気
や
晴
れ
や
か

な
笑
顔
が
印
象
的
で
し
た
。
こ
れ
か

ら
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

※
中
土
佐
町
で
は
、今
年
か
ら
「
成
人
式
」

を
「
二
十
歳
を
祝
う
会
」
と
改
め
、
引
き

続
き
20
歳
を
迎
え
る
皆
さ
ん
を
お
祝
い
し

ま
す
。※当日撮影した集合写真は、町からの記

念品として進呈いたします。2 月以降に、
二十歳を祝う会の案内をお送りしたご自宅
の住所宛に郵送いたします。

【問い合わせ先】教育委員会　☎ 52-2661
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　新年あけましておめでとうございます。 町議会を代表いたしまして、 新春のご挨拶を申し上　新年あけましておめでとうございます。 町議会を代表いたしまして、 新春のご挨拶を申し上

げます。 皆様方には、 平素より議会に対し、 格段のご支援 ・ ご協力を賜り、 誠にありがとげます。 皆様方には、 平素より議会に対し、 格段のご支援 ・ ご協力を賜り、 誠にありがと

うございます。うございます。

　新型コロナウイルスの感染拡大は、 我が国の各方面に甚大な影響を及ぼし、 私たちの　新型コロナウイルスの感染拡大は、 我が国の各方面に甚大な影響を及ぼし、 私たちの

生活様式や働き方、 価値観までも大きく変わったように感じます。 人口過密に伴うリスクや生活様式や働き方、 価値観までも大きく変わったように感じます。 人口過密に伴うリスクや

デジタル技術の有用性が再認識され、 新たな社会システムへの転換に向けた取り組みもデジタル技術の有用性が再認識され、 新たな社会システムへの転換に向けた取り組みも

急務となっています。急務となっています。

　一方、 国 ・ 地方ともに税収の減少が懸念されており、 地方財政を取り巻く環境は、 引き　一方、 国 ・ 地方ともに税収の減少が懸念されており、 地方財政を取り巻く環境は、 引き

続き、 厳しいものとなることが想定されます。続き、 厳しいものとなることが想定されます。

　こうした中にあっても、 地域の実情に応じた行政サービスを持続的に提供し、 活力ある地　こうした中にあっても、 地域の実情に応じた行政サービスを持続的に提供し、 活力ある地

域社会を次世代へ繋いでいくため、 民意を反映する地方公共団体の意思決定機関として、 地方議会が果たす役割域社会を次世代へ繋いでいくため、 民意を反映する地方公共団体の意思決定機関として、 地方議会が果たす役割

はますます大きくなっています。はますます大きくなっています。

　「人は石垣　人は城　人は堀」 とは、 戦国の名武将である武田信玄の言葉で、 信頼できる人の集まりは、 堅牢な城　「人は石垣　人は城　人は堀」 とは、 戦国の名武将である武田信玄の言葉で、 信頼できる人の集まりは、 堅牢な城

や石垣、 深い堀にも勝るとの意です。 町議会の機能強化を図り、 多様な人材が参画できる環境が整ってこそ、 山積や石垣、 深い堀にも勝るとの意です。 町議会の機能強化を図り、 多様な人材が参画できる環境が整ってこそ、 山積

する町の課題の解決策を見出すことが可能になります。する町の課題の解決策を見出すことが可能になります。

　執行部との議論を踏まえ、 議会からも提案していく中で、 中土佐町が輝き、 活気とぬくもりのある住みよい町となるよう　執行部との議論を踏まえ、 議会からも提案していく中で、 中土佐町が輝き、 活気とぬくもりのある住みよい町となるよう

力を注いでまいります。力を注いでまいります。

　皆様方のより一層のご活躍と、 新年が素晴らしい年となりますことをご祈念申し上げ、 新春のご挨拶といたします。　皆様方のより一層のご活躍と、 新年が素晴らしい年となりますことをご祈念申し上げ、 新春のご挨拶といたします。

中土佐町議会議長
中城　重則

　新年あけましておめでとうございます。　新年あけましておめでとうございます。

　町民の皆様には、 輝かしい新年をお迎えのことと存じます。　町民の皆様には、 輝かしい新年をお迎えのことと存じます。

　昨年は、 2 月にロシアが突然ウクライナに武力侵攻を行い、 その蛮行に世界中が注目　昨年は、 2 月にロシアが突然ウクライナに武力侵攻を行い、 その蛮行に世界中が注目

する中、 未だにその結末が見えずエネルギーや食糧をはじめ国民生活を脅かす社会情勢する中、 未だにその結末が見えずエネルギーや食糧をはじめ国民生活を脅かす社会情勢

が続いております。 もう一つの脅威である新型コロナウイルス感染状況も増減を繰り返し、が続いております。 もう一つの脅威である新型コロナウイルス感染状況も増減を繰り返し、

現在は第 8 波の到来により私たちの生活環境に大きな影を落としております。 また、 自然現在は第 8 波の到来により私たちの生活環境に大きな影を落としております。 また、 自然

災害につきましても、 2 年連続で豪雨災害に見舞われました上ノ加江地区をはじめ、 本町災害につきましても、 2 年連続で豪雨災害に見舞われました上ノ加江地区をはじめ、 本町

に大きな爪痕を残しました。 こうした逆風の中ではありますが、 町民の皆様の懸命のご努力に大きな爪痕を残しました。 こうした逆風の中ではありますが、 町民の皆様の懸命のご努力

と支えあいの精神によりまして、 山積する諸課題に立ち向かえておりますことは行政にとりましと支えあいの精神によりまして、 山積する諸課題に立ち向かえておりますことは行政にとりまし

て本当に心強く、 ありがたく存じております。 今、 新年度予算や各種事業計画を策定中ですが、 こうした逆風の中でもて本当に心強く、 ありがたく存じております。 今、 新年度予算や各種事業計画を策定中ですが、 こうした逆風の中でも

皆様が安心して生活でき、 将来に希望が持てるまちづくりに向けた政策に懸命に取り組んでおります。皆様が安心して生活でき、 将来に希望が持てるまちづくりに向けた政策に懸命に取り組んでおります。

　中核施策といたしましては、 近年重点施策として取り組んできました防災行政のハード事業が一段落しましたので、 新　中核施策といたしましては、 近年重点施策として取り組んできました防災行政のハード事業が一段落しましたので、 新

年度は人口減少問題の中核である少子化対策に力点を置きます。 まずは、 安心して子どもを産み育てられる環境を整年度は人口減少問題の中核である少子化対策に力点を置きます。 まずは、 安心して子どもを産み育てられる環境を整

えるため、 こどもセンターを充実させるとともに、 経済的負担軽減策として保育料や給食費の無償化、 出産祝い金やえるため、 こどもセンターを充実させるとともに、 経済的負担軽減策として保育料や給食費の無償化、 出産祝い金や

小中学校入学準備金をはじめ、 既存事業のおむつ等助成金、 通学助成金などについても拡充を考えております。小中学校入学準備金をはじめ、 既存事業のおむつ等助成金、 通学助成金などについても拡充を考えております。

　町民の皆様にはご理解とご協力を賜りながら、 町の宝である子どもたちを取り巻く環境の整備強化をしっかり推進し、 子　町民の皆様にはご理解とご協力を賜りながら、 町の宝である子どもたちを取り巻く環境の整備強化をしっかり推進し、 子

育て世帯の応援や移住促進にも繋げてまいりたいと思います。 もちろん、 産業振興や福祉施策の充実も図ってまいりま育て世帯の応援や移住促進にも繋げてまいりたいと思います。 もちろん、 産業振興や福祉施策の充実も図ってまいりま

すので、 今後とものご指導とご鞭撻のほどをお願い申し上げます。すので、 今後とものご指導とご鞭撻のほどをお願い申し上げます。

　結びに、 本年が皆様にとりまして幸多き年でありますことを心よりお祈り申し上げ新年のご挨拶といたします。　結びに、 本年が皆様にとりまして幸多き年でありますことを心よりお祈り申し上げ新年のご挨拶といたします。

中土佐町長
池田　洋光

2023 年2023 年
謹んで新年のごあいさつ申し上げます謹んで新年のごあいさつ申し上げます

―＊―＊―＊―＊―＊―＊―＊―＊―＊―＊―＊―＊―＊―＊―＊―＊―＊―＊―＊―＊―＊―＊―＊―＊―＊―＊―＊
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こども情報局

　毎日外で元気に遊ぶ子どもたちですが、雨の日には

外に出れず室内でゆっくりボードゲーム遊びをした

り、製作をしたり楽しく過ごしています。

　先日の雨の日に、幼児組と乳児組が一緒にホールで

新聞紙遊びをしました。普段は紙を破ることがない子

どもたち。最初は「こう？」「これかまんが？」と戸

惑いながら破り始めました。段々慣れてくると「見て

～蛇みたいに長いのできた」「ちっちゃくできた」な

どいろいろな声が聞こえてきました。また乳児組が

破った少し大きめの紙は幼児組が「小さくしちゃう」

といって手伝ってくれたりと異年齢での交流も見られ

ました。そして段ボールいっぱいに溜まった新聞紙を

一斉にまくと「うわ～雪みたい！」「すごい。きれい！」

と大興奮の子どもたち。きれいに散った新聞紙の中で

泳いでみたり、足や手を埋めてみたり、寝転んで上か

ら降ってくるのを見たり、次々といろいろな遊び方で

楽しんでいました。最後にはみんなできれいに拾って

お片付けをし、破っていい時といけない時、いい物と

いけない物を確認しました。

　外で元気に遊ぶことはもちろん楽しいですが、雨だ

からこそできる遊びや、普段できないことを取り入れ

ながらこれからも毎日楽しく過ごしていきたいと思い

ます。

（保育士　柴田 唯）

大野見
保育所
園児17人

新聞紙遊び新聞紙遊び
楽しいな♪楽しいな♪

　

12
月
に
入
っ
て
す
ぐ
、
久
礼
小
学
校
・
久

礼
中
学
校
合
同
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
あ
り
ま

し
た
。
私
た
ち
中
学
生
は
、
男
子
が
3
キ
ロ
、

女
子
が
2
キ
ロ
を
走
り
ま
し
た
。
体
育
の
時

間
に
練
習
し
た
と
き
は
、
最
初
は
呼
吸
法
や

フ
ォ
ー
ム
す
ら
分
か
ら
ず
、
短
い
距
離
で
す

ぐ
に
体
力
が
尽
き
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

練
習
を
重
ね
る
う
ち
に
、
体
の
力
を
抜
い
て

自
然
体
で
走
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
番
で
は
、
途
中
の
坂
道
に
心
が
折
れ
そ

う
に
な
り
ま
し
た
が
、
周
り
の
人
の
応
援
や

頑
張
っ
て
走
っ
て
い
る
友
達
を
見
て
い
る
と

パ
ワ
ー
が
出
て
、
走
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ラ

ス
ト
ス
パ
ー
ト
で
ペ
ー
ス
を
上
げ
す
ぎ
て
、

ギ
ブ
ア
ッ
プ
し
そ
う
に
な
っ
た
と
き
に
は
、

自
分
自
身
や
周
り
に
負
け
た
く
な
い
！
と
い

う
気
持
ち
で
走
り
抜
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ゴ
ー
ル
し
た
と
き
は
疲
れ
よ
り
も
う
れ
し
さ

が
湧
き
出
て
き
て
、
自
然
と
笑
顔
が
こ
ぼ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
以
前
よ
り
格
段
に
持
久
力

が
付
い
た
と
も
感
じ
ま
し
た
。
タ
イ
ム
自
体

も
試
走
の
時
よ
り
速
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

来
年
の
目
標
は
、
走
る
こ
と
を
楽
し
み
な

が
ら
も
、
今
年
度
よ
り
も
上
の
タ
イ
ム
を
目

指
す
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い

き
た
い
で
す
。

（
２
年　

林 

琴こ

と音
・
前
田 

耀あ

き

と翔
）

久　礼
中学校
生徒87人

小中合同小中合同
マラソン大会マラソン大会
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中土佐町の昔話が
絵本になりました！

絵本「ふたなじま～オニがはこんだ島～」出版

　次の世代を担う子どもたちに、先祖から伝わる昔話を語り継ぎ、継承

していこうという趣旨で制作していた、昔話絵本が完成しました。今回

絵本になったのは、久礼地区に伝わる優しいオニの親子のお話です。

　この絵本は、中土佐町内の小中学校や図書室に置くほか、町内の未

就学児にプレゼントします。

　この絵本を通して、大人と子どもが、あたたかく心を通わせながら

読み聞かせの時間を持ってほしい、そして、この素敵な昔話と「双名

島」のあるふるさとの風景がいつまでも皆さんの心と共にあるように

と願っています。

※絵本は一般販売も行ないます。詳しくは教育委員会（☎ 52-2661）

までお問い合わせください。

（教育委員会）

　令和 4 年 12 月 2 日、第 10 回「中土佐町長杯パーク
ゴルフ大会」が開催されました。
　当日は晴天のもと、町内外から 51 人（男性 27 人、女
性 24 人）の方にご参加いただきました。36 ホールの熱
戦を制した優勝者は、畝原敏男さん（中土佐町）です。
　ご参加いただいた皆様、本当にありがとうございました。

（教育委員会）
【結果】
優　勝　　畝原　敏男さん（スコア 102）
準優勝　　奥堂　初男さん（スコア 102）
第３位　　濱田　和正さん（スコア 108）
第４位　　筒井　康夫 さん（スコア 110）
第５位　　山崎　利恵 さん（スコア 110）

第 10回第 10回

町長杯パークゴルフ大会町長杯パークゴルフ大会
令和 4 年度町民賞に

吉原惠子さん（上ノ加江地区）

　 令 和 4 年 11 月 25 日、 上 ノ 加 江 地 区 の 吉 原　

惠子さんが表彰されました。

　吉原さんは、上ノ加江地区の県道沿いに児童生

徒の通学の安全を願い、四季折々の花植えや清掃

活動を 20 年以上の長きにわたり続けてこられま

した。この活動は美化のみならず人々の心に潤い

をもたらし地域環境の向上に大いに貢献をされま

した。　　　　　　　　　　　　　　　  （総務課）
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令
和
4
年
2
月
13
日
付
で
、
中
土
佐
町
教
育
委
員
会

教
育
長
職
務
代
理
を
退
任
さ
れ
た
、髙
橋
容
子
さ
ん
（
大

野
見
）
が
、
令
和
4
年
度
地
方
教
育
行
政
功
労
者
表
彰

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
毎
年
度
、
地
方
教
育
行
政
に
お
い
て
、

そ
の
功
労
が
特
に
顕
著
な
教
育
委
員
会
の
委
員
、
教
育

長
に
つ
い
て
、
そ
の
功
に
報
い
る
と
と
も
に
、
地
方
教

育
行
政
の
発
展
に
資
す
る
た
め
、文
部
科
学
大
臣
が
行
っ

て
い
る
も
の
で
す
。

　

髙
橋
さ
ん
は
、
平
成
18
年
か
ら
16
年
間
に
わ
た
り
、

中
土
佐
町
の
教
育
委
員
長
及
び
教
育
長
職
務
代
理
と
し

て
、
町
の
教
育
行
政
の
発
展
振
興
に
貢
献
し
て
き
た
こ

と
が
評
価
さ
れ
、
こ
の
た
び
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

（
教
育
委
員
会
）

地
方
教
育
行
政
功
労
者
表
彰
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た

こどもセンター　オープニングイベント第 2 弾
　令和 4 年 12 月 4 日（日）時々小雨の降る中、こ
どもセンターオープニングイベント第２弾を開催し
ました！
　当日は大人・子ども約 110 人に来場していただ
きました。四万十ふれあい動物村ブレーメンによる、
ひつじやヤギ等へのエサやり体験やポニーの乗馬体
験、あいあいクラブの人形劇には子どもたちも大喜
び。
　また、この日のためにボランティアの方が旧矢井
賀小図書室の本をきれいに拭いて準備していただい
た「やいかの移動本屋さん ” もってって～ ”」の絵
本や図鑑なども人気で、各ブースとも大人も子ども
も笑顔あふれるイベントとなりました。

（こどもセンター）

　令和 4 年 12 月 3 日（土）、久礼小学校・学問坂にて
本場通りもりあげ隊（隊長　坂井貞嗣さん）・実行委員
会（委員長　門田和江さん）による「第 9 回　命の道を
照らすキャンドルナイト」が開催されました。
　3 日午後からボランティアの方々の協力で、学問坂に
たくさんのキャンドルが飾り付けられ、夕方に点火され
ました。
　温かい豚汁や綿菓子等の販売のほか、中土佐音楽団・
90- キッズエアロ A- ステップ・なかとさもんによる催し
物も行われ、多くの人でにぎわいました。

（事務局）

ご来場ありがとうございました！

命の道を照らすキャンドルナイト命の道を照らすキャンドルナイト
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●
令
和
5
年
度
予
算
編
成
方
針

　

第
３
次
中
土
佐
町
総
合
振
興
計
画
に
掲

げ
る
「
目
指
す
ま
ち
の
姿
」
の
実
現
に
向

け
、
「
社
会
基
盤
・
安
全
」
「
産
業
・
環
境
」

「
健
康
・
福
祉
」
「
教
育
・
文
化
」
の
４
つ

の
政
策
分
野
の
施
策
に
沿
っ
て
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
。
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対

策
が
一
段
落
し
た
今
、
最
大
の
課
題
は
人

口
減
少
問
題
で
、
こ
ど
も
の
減
少
は
危
機

的
状
況
で
あ
る
。
新
た
な
少
子
化
対
策
及

び
移
住
・
定
住
対
策
を
強
力
に
推
進
し
、

新
年
度
に
お
い
て
保
育
料
や
小
中
学
校
給

食
費
の
無
償
化
な
ど
、
積
極
的
な
子
育
て

支
援
策
を
行
い
た
い
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策

　

現
在
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
も
懸
念

さ
れ
る
第
８
波
到
来
と
言
わ
れ
、
本
町
で

は
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
と
従
来
株
に
対
応
し
た

２
価
ワ
ク
チ
ン
の
追
加
接
種
を
10
月
１
日

か
ら
切
り
替
え
、
５
歳
以
上
11
歳
以
下
の

小
児
接
種
に
続
い
て
、
生
後
６
カ
月
か
ら

４
歳
ま
で
の
乳
幼
児
接
種
も
始
ま
り
、
11

月
末
現
在
に
お
け
る
接
種
率
は
12
歳
以
上

で
４
回
目
接
種
終
了
者
が
73
・
９
％
、
65

歳
以
上
の
高
齢
者
は
86
・
６
％
で
、
以
前

に
比
べ
接
種
率
の
伸
び
に
鈍
化
傾
向
が
見

ら
れ
る
。
感
染
や
重
症
化
を
防
ぐ
た
め
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
今
後
も
接
種
希
望
者
の

要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
確
実
に
推
進
し

て
い
く
。

●
物
価
高
騰
対
策

　

地
方
に
お
け
る
景
気
回
復
は
未
だ
コ
ロ

ナ
禍
前
に
戻
り
き
れ
て
い
な
い
状
況
で
、

電
力
各
社
を
は
じ
め
国
内
メ
ー
カ
ー
が
販

売
す
る
多
く
の
商
品
も
相
次
い
で
値
上
げ

を
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
る
。
政
府

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
に
「
電
力
・
ガ
ス
・

食
料
品
等
価
格
高
騰
重
点
支
援
地
方
交
付

金
」
を
創
設
し
、
町
で
は
次
の
事
業
を
実

施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

ま
ず
農
林
水
産
課
で
は
、
「
漁
業
用
燃

油
高
騰
対
策
補
助
金
」
「
農
業
用
燃
油
高

騰
対
策
補
助
金
」
等
を
計
上
し
、
今
年
度

４
月
か
ら
１
月
ま
で
の
出
漁
又
は
施
設
園

芸
等
に
使
用
し
た
燃
油
等
の
高
騰
分
に
使

用
量
に
応
じ
た
補
助
金
を
交
付
す
る
。
次

に
健
康
福
祉
課
で
は
、
非
課
税
世
帯
に
対

す
る
「
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高

騰
緊
急
支
援
給
付
金
」
を
一
律
５
万
円
給

付
す
る
事
業
に
加
え
、
「
低
所
得
世
帯
生

活
支
援
給
付
金
」
は
均
等
割
の
み
の
課
税

世
帯
、
「
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
給
付
金
」

は
児
童
手
当
受
給
者
世
帯
に
そ
れ
ぞ
れ
一

世
帯
当
た
り
３
万
円
の
給
付
を
行
う
。
そ

し
て
ま
ち
づ
く
り
課
で
は
、
町
内
全
世
帯

主
を
対
象
に
１
万
円
分
の
「
中
土
佐
町
生

活
支
援
燃
料
券
」
を
年
内
に
郵
送
で
配
布

し
、
使
用
期
間
は
年
明
け
か
ら
来
年
２
月

28
日
ま
で
と
し
て
い
る
。

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
状
況

　

本
町
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

状
況
は
、
国
が
実
施
す
る
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン

ト
事
業
、
今
年
８
月
に
配
布
を
始
め
た
中

土
佐
町
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
促
進

地
域
商
品
券
の
効
果
な
ど
で
交
付
申
請
が

急
増
し
、
11
月
末
現
在
、
申
請
率
は
78
・

45
％
、
交
付
率
が
60
・
15
％
、
県
内
の
34

市
町
村
中
の
順
位
は
申
請
率
が
上
か
ら
４

番
目
、
交
付
率
は
９
番
目
と
な
っ
た
。
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
多
く
の
方
が
機
能

を
使
い
切
れ
て
お
ら
ず
、
国
は
今
後
、
保

険
証
を
は
じ
め
活
用
範
囲
を
各
分
野
で
広

げ
て
い
く
方
針
で
、
町
と
し
て
も
町
民
の

皆
様
の
暮
ら
し
を
便
利
に
す
る
社
会
イ
ン

フ
ラ
の
一
つ
と
し
て
、
引
き
続
き
普
及
を

推
進
し
て
い
く
。

12 月 7 日開会の中土佐町議会定例会で、
池田町長は、当面の町の重要課題等に
ついて、次のように報告しました。
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相談日 会場 主な対象地区
2 月 14 日（火）

上ノ加江公民館　集会室

　矢井賀
2 月 15 日（水）

　上ノ加江
2 月 16 日（木）
2 月 17 日（金） 　上ノ加江・矢井賀
2 月 19 日（日）

大野見振興局　1 階フロア

　大野見全域
2 月 20 日（月） 　大野見北
2 月 21 日（火） 　大野見中央
2 月 22 日（水） 　大野見南
2 月 24 日（金） 　大野見全域
2 月 27 日（月）

町民交流会館　多目的ホール

　笹場・押岡
2 月 28 日（火） 　久礼　上和田・的場・鎌田・小鎌田・築港・大野
3 月 1 日（水） 　久礼　大新改・道の川・大棚・萩原・大北・常賢寺
3 月 2 日（木） 　久礼　長沢・奥の谷・大坂
3 月 3 日（金） 　久礼　町・浜
3 月 5 日（日） 　町内全域
3 月 6 日（月） 　久礼　町・浜
3 月 7 日（火）

町民交流会館　多目的ホール
大野見振興局　地域振興課

　町内全域～
3 月 15 日（水）

※土日除く

　令和 4 年中の所得の申告時期が近づいてきました。

　申告した内容は、令和 5 年度の町県民税や国民健康保険税の課税資料となるほか、各種保険料の算定や軽減判

定など行政サービスの基礎資料となります。須崎税務署やeLTAXで申告をしない方は、下記の日程をご確認の上、

会場にお越しください。

　申告が必要か分からない場合や申告日に来ることができないなど不明な点がありましたら、税務課までお問い

合わせ下さい。

　給与所得や年金所得のみの方の還付
申告（医療費控除等）につきましては、
2 月 7 日（ 火 ） か ら 2 月 13 日（ 月 ）
まで税務課・地域振興課で早期受付し
ています。（土日除く）

税の申告相談会が始まります税の申告相談会が始まります

【問い合わせ先】税務課　☎ 52-2214

※上記期間中は、中土佐町役場税務課での申告相談はお受けできませんので、ご注意ください。
※台風により住宅や車などに被害を受け、取り壊しや原状回復にかかった費用は、雑損控除の対象となる場合が
　ありますので、り災証明書や領収書などをお持ちください。
※新型コロナウイルス感染症対策のため、会場へはマスクを着用してお越しいただきますようお願いします。
　また、咳や発熱などにより体調がすぐれない方は、ご来場を控えていただきますようお願いします。
※申告会場は大変混雑します。事前に収支などの資料を整理して、スムーズな申告にご協力をお願いします。なお、
　収支内訳書、医療費控除の明細書等の様式は、国税庁のホームページよりダウンロードしていただくか、税務課・　
　上ノ加江支所・大野見振興局地域振興課にありますのでご利用ください。
※申告の内容により、税務署へご案内する場合がございます。ご了承ください。

・マイナンバーカード

・本人確認書類（運転免許証など）

※マイナンバーカードを持参される方は必要ありません

・給与、公的年金などの源泉徴収票

・事業所得などのある方は、収支の分かる帳簿、領収書など

・各種控除（医療費・生命保険・介護保険など）に

必要な証明書又は領収書など

・所得税の還付申告をされる方は、振込先の口座番号が

わかるもの

・税務署からの「確定申告のお知らせ」ハガキ

　令和５年１月１日に中土佐町に住所（住民登

録）がある方です。ただし、次の方は原則申告

の必要はありません。

・給与収入のみで年末調整が済んでいる方

・年金収入のみ（400 万円以下）で、

ほかに収入がない方

★収入 0 円、障害年金、遺族年金のみの方も
　町への申告が必要です。

  申告が必要な方は？   申告に持参するものは？

令和 5 年 2 月 14 日（火）～令和 5 年 3 月 15 日（水）
各会場とも 9 時 30 分～ 15 時

日　程
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【問い合わせ先】須崎税務署　☎ 42-2355（代表）

須崎税務署からの確定申告会場についてのお知らせ須崎税務署からの確定申告会場についてのお知らせ
【開設期間】
令和５年２月 16 日（木）～３月 15 日（水）（土・日・祝日を除く。）

　※上記の期間より前は、確定申告会場を設置しておりませんのでご注意ください。

　　ただし、作成済みの申告書等の提出は受け付けております。

　なお、贈与税や土地などの譲渡所得について申告相談を希望される方は、担当職員が従事していないため、

　３月１日（水）以降にお越しください。

【受付時間等】
８時 30 分から 16 時まで（相談開始は９時から）

　※ただし、入場整理券の配付状況により、16 時前であっても受付を終了させていただく場合があります。

【感染症対策のお知らせ】
○会場内の混雑緩和のため確定申告会場への入場には、入場できる時間枠が指定された「入場整理券」が

　必要です（作成済申告書の提出のみであれば不要です）。

○入場時の検温を実施しています。37.5 度以上の発熱がある場合、咳などの風邪の症状がある場合、

　検温にご協力いただけない場合など感染防止の観点から適切でないと判断したときは入場を

　お断りさせていただきます。

　発熱等の症状がある方や体調のすぐれない方は、無理をせずに、後日あらためてご来場ください。

○会場ではマスクを常時着用していただき、会場入口等での手指消毒をお願いします。

○会場には、申告される方おひとりでお越しください。介助を要する等の理由により複数名で

　お越しになる場合においても、必要最小限の人数でお越しください。

【“ 確定申告 ” 電話相談センター開設期間】

令和５年１月 18 日（水）から３月 15 日（水）まで

所得税及び復興特別所得税・贈与税・消費税及び地方消費税の確定申告に関するご質問やご相談にお答えします。

なお、土・日・祝日については、２月 19 日（日）及び２月 26 日（日）のみ、電話相談を行っております。

【受付時間】８時 30 分から 17 時まで

【自動音声でご案内します】

須崎税務署（☎ 0889-42-2355）にお電話いただき、自動音声案内に従い、『０』番を選択してください。

【電話による申告相談をご利用ください】【電話による申告相談をご利用ください】

（株）双名衛生社　☎ 0889-52-3949

詰まりや故障にも迅速に対応いたします。

見積りだけでも結構です。

お気軽にご相談ください！

単独・合併浄化槽単独・合併浄化槽のの維持管理維持管理をを行っています！行っています！
 広 告
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行政からのお知らせ行政からのお知らせ

市町村 実施場所 検診日 肺 胃 大腸 乳 子宮頚

高知市 保健福祉センター 2 月 12 日（日） 〇
AM

〇
AM

〇
AM

〇
PM

〇
PM

南国市 保健福祉センター 2 月 19 日（日） 〇 〇 〇 〇 〇

宿毛市 総合保健協会
幡多健診センター 2 月 23 日（木祝） 〇 〇 〇 〇 〇

高知市 総合保健協会
中央健診センター 2 月 25 日（土） 〇

AM
〇

AM
〇

AM
〇
PM

〇 
PM

高知市 総合保健協会
中央健診センター 3 月 11 日（土） 〇 〇 〇 〇 〇

今年度中に受診できる

広域がん検診のご案内
令和４年度のがん検診はもう受診されましたか？

検診を受けて、早期の段階で発見し、治療すると、治せる可能性が高くなります。

下記の日程で、中土佐町以外で受診できる広域がん検診を実施します。今年度中に受診できる最後の機会となり

ますので、まだ受診されていない方は、ご都合に合わせてお申し込みください。

令和 4 年度に中土佐町が実施するがん検診を受診していない方で、下記の年齢に該当する方。
　◆肺がん検診・胃がん検診・大腸がん検診……40 歳以上の男女
　◆乳がん検診……40 歳以上の女性
　◆子宮頸がん検診……20 歳以上の女性
　（注）乳がん・子宮頸がん検診は２年に１回しか受診することができません。

申込開始日 令和 5 年 1 月 10 日（火）

申込電話番号 ☎ 088-831-4351（平日の 8 時 30 分～ 17 時まで受付）

申込締切 各検診日の２週間前まで
※定員に達し次第、締切となります。お早めにお申し込みください。

【問い合わせ先】健康福祉課　☎ 52-2662

2
月
19
日
（
日
）
は
、

高
知
龍
馬
マ
ラ
ソ
ン
の
た
め
、

交
通
規
制
が
あ
り
ま
す
の
で

事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

まだ

間に合う !!

当日の受付時間は 9 時～ 10 時 30 分の予定です。
高知市保健福祉センターの受付時間は 8 時 30 分～ 10 時 30 分、13 時 30 分～ 15 時 30 分の予定です。

検診のスケジュールと内容

検診対象者

検診対象者 無料

高知県総合保健協会に電話で申込をお願いします。申込方法
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行政からのお知らせ行政からのお知らせ

ごご 存存 知知 でで すす かか ？？ ？？ 就学援助制度
　就学援助制度は、経済的な理由でお困りの保護者の方に対して学用品費や給食費などの援助をおこ
なうことにより、義務教育の円滑な実施を目的とするものです。

▶対象となる所得の目安

家族数家族数 家族構成（例）家族構成（例） 所得金額所得金額（基準額）（基準額）

2 人  父または母 (30 才 )
 子 ( 小学生 ) 162 万円程度

3 人  父 (35 才 )・母 (30 才 )
 子 ( 小学生 ) 219 万円程度

4 人
 父 (42 才 )・母 (38 才 )
 子 ( 中学生 )
 子 ( 小学生 )

286 万程度

5 人
 父 (42 才 )・母 (38 才 )
 子 ( 高校生 )
 子 ( 中学生 )
 子 ( 小学生 )

339 万程度

※所得額とは、給与(年金)収入の場合、給与(年金)所得控除(収

入額により異なります ) 後の金額です。また、社会保険料控除・

生命保険料控除・地震保険料控除がある場合は、さらにそれら

を差し引いた金額になります。

※生計を同じとしている方の所得は全て合算します。

※上記の所得は家族構成や年齢等諸条件により違いがあります。

援助を受けることのできる方援助を受けることのできる方
①生活保護を受けている方

②生活保護を受けている方に準ずる程度に

　困窮していると教育委員会が認める方

　・町県民税の非課税または減免の扱いを受けている方

　・母子家庭などに支給される児童扶養手当を受けている方

　・世帯の所得額の合計が生活保護基準の 1.3 倍までの方

　・就業が不安定で、援助が必要と認められる方　　　　など

援助の内容援助の内容
①学用品費など　　②新入学学用品費など

③学校給食費　　　④修学旅行費　　　⑤校外活動費

援助を希望される方援助を希望される方
　申請書などは、学校にありますので、学校に申し出て必要事項

を記入し、学校へ提出してください。なお、援助を受けられるか

どうかは、調査のうえ、学校を通じてお知らせします。

　この制度に関しての問い合わせは、それぞれの学校または教育

委員会までお願いします。

【問い合わせ先】教育委員会　☎ 52-2661

令和 5年度　中土佐町奨学生の募集について
1　奨学生申し込み資格
〇本町に保護者が住所を有し、令和 5 年 4 月に高校・
大学等に進学する者及び現在在学中の者。
〇経済的理由により修学が困難な者
※ただし、中土佐町の事務及び事業における暴力団
排除に関する規則（平成 24 年中土佐町規則第 26 号 )　
第 2 条第 2 項第 5 号に規定する排除措置対象者を除く。

２　貸与額及び募集人員

３　提出書類
○奨学金（貸与）願書・推薦書…奨学金（貸与）願書
は 2 人の保証人の署名、捺印が必要です。推薦書は現
在在学している学校長の証明が必要です。願書は中土
佐町教育委員会事務局にあります。
○成績証明書…現在、在学している学校のものを提出
してください。
○所得証明書…令和 4 年度課税分で世帯全員の証明が
必要です。

４　 奨学金の返還
　修業期間満了後 1 年を経過した月から毎月、その貸
与月額と同額を最短修業期間に相当する期間内に返還
してください。また、全額又は数ヶ月分を一括して返
還することもできます。無利息とします。

（例）
　令和 5 年 4 月から令和 8 年 3 月まで高校に修学し、
毎月 15,000 円の奨学資金の貸与を受けた場合は、令和
9 年 4 月から令和 12 年 3 月まで毎月 15,000 円の返還
となります。

５  提出期限
     令和 5 年 2 月 28 日（火）

６ 提出場所
      中土佐町教育委員会

【問い合わせ先】教育委員会　☎ 52-2661

大学 30,000 円 / 月

若干名短期大学・専門学校
国立高等専門学校 20,000 円 / 月

高等学校 15,000 円 / 月
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行政からのお知らせ行政からのお知らせ

国保・後期高齢者医療に加入されている皆様へ

医療費が高額になったとき
　病院等で支払った１ヶ月の医療費が高額になった場

合、年齢と所得に応じて払い戻し（高額療養費）制度

があります。

（１）国保

　診療月から２ヶ月後に払い戻しに該当している旨を

お知らせします。払い戻しの手続きには領収書が必要

になりますので、破棄しないようにご注意ください。

（２）後期高齢者医療

　対象者に通常、診療月から３ヶ月後に払い戻しに該

当した旨の通知が送られます。窓口での手続きは初回

のみで領収書は不要です。２回目以降は払い戻しが生

じても手続きの必要はありません。後日、指定の金融

機関の口座に振り込まれます。

特定疾病について
　人工透析を実施している慢性腎不全や血友病など

の長期間にわたり治療が必要な特定の疾病の被保険

者に対して、病院等での自己負担額を月額上限１～

２万円にする「特定疾病療養受療証」の発行を受け

付けています。この受療証がなければ、特定疾病に

ついての自己負担の軽減が受けられませんので、必

ず町民環境課で手続きをお願いします。

交通事故などで治療を受けるとき
　交通事故やけんかなど、第三者の行為によって

治療を受けるとき、本来、治療には保険がつかえ

ません。しかし、被保険者の医療を受ける権利を

保障するため一時立て替え払いとして、あとから

第三者（加害者）に請求します。治療をうけると

きに被保険者証を使用する際は、必ず町民環境課

で手続きをお願いします。

医療費の 10 割を支払った場合
　病院等で被保険者証を提示できなかった場合な

どにより、保険を使わず全額自己負担で診療等を

受けた場合は、その診療月内であれば、病院等に

再度、被保険者証を提示することで、保険者負担

分相当の金額が戻ってきます。もし、診療月の翌

月になった場合は、役場で返還の手続きができま

す。「被保険者証」「印鑑」「領収書」「診療（調剤）

報酬明細書（領収書と一緒に添付されてくる診療

明細書ではなく、レセプトが必要になります）」を

お持ちの上、町民環境課で手続きをお願いします。

（返還には３ヶ月程度かかります）

【問い合わせ先】町民環境課　☎ 52-2213

内科・消化器内科 
クリニック土佐久礼

☎ 52-2800

診療日 月 火 水 木 金 土

午前 ● ● ●
上ノ
加江

● ●

午後 ● ● ● 休診 ● 休診

発熱外来 発熱など風邪症状のある方は
事前に電話連絡をお願いします

◆コロナ禍だからこそ、健康管理をしっかりと！

インフルエンザワクチンが 1 月末まで延長になりました。

コロナ禍だからこそしっかりとご自身の健康管理に目を向けましょう。

健康維持のため、インフルエンザ、

コロナワクチンの積極的な接種を

おすすめします！

 広 告

　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」の電子データを、マイナポータルの「お知らせ」で受け取れる
電子送付サービスを開始しました。令和５年１月からは、受け取った電子データを国税庁の提供する e-Tax 等に
取り込むことができ、簡単に確定申告や年末調整ができます。
　詳しくは、日本年金機構のホームページをご確認ください。

【問い合わせ先】高知西年金事務所　☎ 088-875-1717　/　町民環境課　☎ 52-2213

e-Tax での確定申告等が簡単に利用できるように、

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」の

電子送付サービスを開始しました
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行政からのお知らせ行政からのお知らせ

中土佐町中土佐町
地域子育て支援センター　はぐ地域子育て支援センター　はぐ

はぐのおたよりはぐのおたより

開館：月～金曜日

　　　8 時 30 分～ 11 時 30 分、13 時 30 分～ 15 時 30 分

場所：中土佐町久礼 6551-1 中土佐町こどもセンター内

問い合わせ先：☎ 52-2533

11 月 30 日 （水）

ファーストスプーン作りを

行いました。

　今回、講師として木育インストラクターの方に

来ていただき、ファーストスプーンづくりを初め

て行いました。中土佐町内の木を使っています！

　産まれた子どもにスプーンを贈る

と「一生食べ物に困らない」、使う

と「幸せになれる」というヨーロッ

パの風習で「お食い初め」と同じ願

いが込められています。

　ファーストスプーンとは…

「子どもが使っているところを
想像しながら楽しく作れた」との
感想をいただきました！

名前入りの
スプーンが完成♪

InformationInformation

2 月 3 日（金）鬼のお面作り /2 月８日（水）　ピラティス（要予約）2 月 3 日（金）鬼のお面作り /2 月８日（水）　ピラティス（要予約）

2 月 15 日（水）お楽しみ会 /2 月 22 日（水）カレンダーづくり　　　　　お気軽にお越しください♪2 月 15 日（水）お楽しみ会 /2 月 22 日（水）カレンダーづくり　　　　　お気軽にお越しください♪

中土佐町子育て世帯生活支援特別給付金について

【支給対象者】
　令和４年 11 月 30 日に本町に住民登録がある方で
下記のいずれかに該当する方
〇申請が不要の方
　中土佐町に児童手当・特例給付の受給を申請し、認
定を受けている令和 4 年 12 月分の児童手当（特例給
付含む）の受給者
　※支給対象者には令和５年 1 月初旬に通知を発送し

ています。
〇申請が必要な方
①公務員で、職場から児童手当・特例給付の受給を申

請し認定を受けている令和４年 12 月分の児童手当
（特例給付含む）の受給者

②令和５年 1 月以降同年 3 月までのいずれかの月分の
児童手当・特例給付の受給資格の認定を受けた方

（令和 4 年 12 月から令和５年 2 月に出産し、指定
の期日までに児童手当・特例給付の受給を申請し
認定を受けた方）

【支給額】
　1 世帯当たり　30,000 円
　

【申請方法（申請が必要な方）】
　中土佐町役場健康福祉課・中土佐町役場上ノ加江支
所・大野見振興局地域振興課に申請書があります。申
請書に必要事項を記入し、添付書類を添えて、中土佐
町役場健康福祉課まで持参または郵送してください。
また、申請書は中土佐町ホームページにも掲載してい
ます。

【申請受付期間】
令和 5 年 1 月 17 日（火）から同 2 月 28 日（火）
17 時 15 分まで

【問い合わせ先】健康福祉課　☎ 52-2662

　コロナ禍における物価高騰等の影響を受けている子育て世帯に対し、中土佐町子育て世帯生活支援特別給付金
を支給します。
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◆
年
　
金
◆

20
歳
に
な
っ
た
ら

　
　
　
　
　『
国
民
年
金
』

11/16 ～ 12/15 の池田町長の動向を報告します。11/16 ～ 12/15 の池田町長の動向を報告します。
※庁舎内での用務等は、紙面の都合で割愛しています。※庁舎内での用務等は、紙面の都合で割愛しています。

町長の手帳
　

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
日
本
国

内
に
お
住
い
の
方
は
、
国
民
年
金

に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
国
民
年
金
に
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、
老
齢
基
礎

年
金
、
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基

礎
年
金
が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
と

き
、
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
が
残
っ

た
と
き
、
家
族
の
働
き
手
が
亡
く

な
っ
た
と
き
に
、
働
い
て
い
る
世

代
み
ん
な
で
支
え
よ
う
と
い
う
考

え
で
作
ら
れ
た
仕
組
み
で
す
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20
歳
に
な
る
と
、
日
本
年
金
機

構
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ら
国
民
年
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ら
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ま
す
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国
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★
将
来
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き
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に
な
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ま
す

　

国
民
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20
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ま

で
の
方
が
加
入
し
、
保
険
料
を
納

め
る
制
度
で
す
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国
が
責
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持
っ
て
運
営
す
る

た
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、
安
定
し
て
い
ま
す
し
、
年

金
給
付
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に
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て
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障

さ
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ま
す
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★
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後
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だ
け
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あ
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ま
せ
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国
民
年
金
に
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年
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と
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た
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齢
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「
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子
」）
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け
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れ
ま
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ら
↓
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「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
と

「
納
付
猶
予
制
度
」

★
学
生
納
付
特
例
制
度

　

学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が

少
な
い
た
め
、
ご
本
人
の
所
得
が

一
定
額
以
下
の
場
合
、
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制

度
で
す
。

　

対
象
と
な
る
学
生
は
、
学
校
教

育
法
に
規
定
す
る
大
学
、
大
学
院
、

短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専

門
学
校
、
専
修
学
校
及
び
各
種
学

校
（
修
業
年
限
1
年
以
上
で
あ
る

課
程
）、
一
部
の
海
外
大
学
の
日
本

分
校
に
在
学
す
る
方
で
す
。

★
納
付
猶
予
制
度

　

学
生
で
な
い
50
歳
未
満
の
方
で
、

ご
本
人
及
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定

以
下
の
場
合
に
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

高
知
西
年
金
事
務
所

☎
０
８
８
‐
８
７
５
‐
１
７
１
７

※
お
問
い
合
わ
せ
の
際
は
、
お
手

元
に
基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る
、

年
金
手
帳
や
年
金
証
書
を
ご
用
意

く
だ
さ
い
。

町
民
環
境
課
☎
５
２
‐
２
２
１
３

 広 告

11
月16 水

治水事業促進全国大会（東京）

県選出国会議員と町村長・町村議会議長と
の意見交換会

17 木 全国町村長大会（東京）

災害復旧促進全国大会

18 金
全国山村振興連盟通常総会（東京）

国保制度改善強化全国大会

日体大×自治体フォーラム 2022

21 月 12 月補正予算 町長査定

22 火 土地改良連合会全国大会（沖縄県）

23 水 沖縄県八重瀬町視察等

24 木 高幡消防組合本部来庁 

25 金 町民賞表彰状授与式

令和 4年 11 月 25 日再開議会

26 土 梼原消防団準優勝祝賀会

28 月 JA 土佐くろしおトップセールス

30 水
土佐国道事務所長来庁

国民健康保険運営協議会

高幡事務組合・高幡消防組合定例議会

12
月

1 木

役場職員辞令交付（12 月 1 日付異動）

自衛隊募集相談員委嘱

令和 4年度地方教育行政功労者表彰 受賞報告

庁議

一般質問検討会

2 金
民生委員委嘱式

中土佐町長杯パークゴルフ大会

共済組合会・互助会協議会

5 月 シルバー人材センター来庁

かつお祭協議

6 火 清掃組合協議

7 水 12 月中土佐町議会定例会開会

8 木 ANA 高知支店長来庁

9 金 消防中央分団小型ポンプ付軽四積載車入魂式

12 月 高幡消防組合本部来庁

13 火 12 月中土佐町議会定例会 一般質問①

14 水 12 月中土佐町議会定例会 一般質問②

四国経済産業局地域経済部来庁

15 木 濵田知事後援会来庁 

高陵消防連合会年末会
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健康福祉課　☎ 52-2662

健
康 福 祉 課 だ よ り

令和 5 年度　健（検）診について
　みなさんは、がん検診、特定健診・健康診査、若者けんしんを定期的に受診していますか？

　がんは、早期発見と早期治療で治せる確率が高くなっていますが、初期段階では症状がないことが多いため、

症状がないうちから定期的に受診することが重要です。
　特定健診・健康診査、若者けんしんは、心臓病や腎臓病、肝臓病などの疾患を予防するために、メタボ・高血圧・

糖尿病などの生活習慣病を早期に発見する健診です。年に 1 度の健康チェックとしてご活用ください。

集団がん検診
集団特定健診・健康診査、若者けんしん
① 2 月頃までに、「日程表」と

　「希望調査票」をご自宅へ配布します。

②希望調査票に、受診希望を記入して、

　同封してある返信用封筒で返送を

　お願いします。

個別がん検診
①健康福祉課へ電話申込をお願いします。

②必要書類（受診票・問診票）と実施医療機関一覧を

　送付します。

③一覧から受診したい医療機関を選び、直接医療機関に

　電話予約をお願いします。

個別特定健診・健康診査
①５月上旬頃、特定健診・健康診査の受診券を送付します。

②受診したい医療機関に直接予約をお願いします。

③受診券を持って受診してください。

検診の種類 対象者 自己負担金 受診間隔

集
団
健
（
検
）
診

肺がん・結核検診 40 歳以上男女

無料

1 年に 1 回
胃がん検診（胃部 X 線） 40 歳以上男女

大腸がん検診 40 歳以上男女

子宮頸がん検診 20 歳以上女性

乳がん検診 40 歳以上女性

2 年に 1 回

前立腺がん検診 40 歳以上男性

肝炎ウイルス検診
40・45・50・55・

60・65・70 歳の男女
生涯に 1 回

特定検診・健康診査 40 歳以上男女

1 年に 1 回

若者けんしん 20 ～ 39 歳男女

個
別
健
（
検
）
診

胃がん検診（胃内視鏡） 50 歳以上男女 3,000 円

2 年に 1 回子宮頸がん検診 20 歳以上女性

無料乳がん検診 40 歳以上女性

特定検診・健康診査 40 歳以上男女 1 年に 1 回

中土佐町が
実施する

健（検）診

医療機関で
受診する

健（検）診

令和５(2023) 年度のがん検診の申込方法

受けて安心受けて安心
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○○みんなでやるぞね、中土佐町の子育て みんなでやるぞね、中土佐町の子育て 151151

～　絵本よみきかせの大切さについて　～～　絵本よみきかせの大切さについて　～

中土佐町教育委員会
☎ 52-2661

▶脳の成長のしくみ
人間の脳神経ネットワークは、

3 歳までに約 60％
6 歳までに約 90％
　　　　　　　　　　　が完成します

▶子どもの力を伸ばすには
脳の働きを高め、子どもの力を伸ばすためには「絵本のよみきかせをすること」がとても効果的です！
絵本には、脳を刺激するいろんな要素が詰まっています。

▶町民のみなさんへ
子どもたちへの絵本のよみきかせ活動に、ぜひご協力をお寄せください。

【保護者の方へ】ぜひご家庭でたっぷりとよみきかせをして子どもとの大切な時間を過ごしてあげてください
【祖父母の方へ】保護者の方が忙しいとき、ぜひ保護者さんの代わりによみきかせをしてあげてください
【地域の方へ】各地区（久礼・上ノ加江・大野見）でよみきかせボランティアを募集中です

▶中土佐町の取組
・ブックスタート事業
　0 歳～ 3 歳まで全 4 回、絵本をプレゼントし月齢に合った絵本との出合いの機会を提供しています

・絵本よみきかせ講座
　保育士、保護者、よみきかせボランティアなどに絵本の大切さを伝える講座を実施しています

・図書室、子育て支援センターでのおはなし会の実施
　親子で楽しめる手遊びやわらべ歌、絵本や紙芝居のよみきかせなどを行なっています

・よみきかせボランティア育成
　新規よみきかせボランティアのための講座や、ベテランボランティア向けの研修会などを行なっています

・絵本の購入
　各保育所や図書室に絵本の整備をするための予算を確保しています（ふるさと納税を充当）

語彙力 絵本の中に散らばるたくさんの言葉に
触れることで、語彙力が育ちます

読解力 絵本の中の絵や言葉からおはなしを
理解する読解力が身に付きます

表現力 語彙力や読解力が育つと、
自然と表現力が高まります

想像力 喜怒哀楽と共に絵本の中の物語を
疑似体験することで想像力が育ちます

記憶力 右脳を繰り返し働かせることで、
記憶力が高まります

➡3 歳までに 60%3 歳までに 60%
6 歳までに 90%6 歳までに 90%

出典：「スキャモンの発達・発育曲線」
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なかとさカレンダーなかとさカレンダー 1 月 15 日～ 2 月 15 日

☎ 市外局番　0889

 消 防 
中土佐分署　　　　  52-2319

 警 察 
久礼駐在所　　　　  52-2310
上ノ加江駐在所　　  54-0032
大野見駐在所　　　  57-2132

 病院・当番医連絡先
上ノ加江診療所　　  54-1111
大野見診療所　　　  57-2127
須崎くろしお病院　  43-2121
高陵病院　　　　　  42-2485
くぼかわ病院　0880-22-1111
梼原病院　　　0889-65-1151
大西病院　　　0880-22-1191

 役場：中土佐地区
総　務　課（代表）　52-2211
まちづくり課　　　  　52-2365
会　計　課　　　  　52-2212
町民環境課
　戸籍・年金・保険　  52-2213
　生活環境   　　　    52-2215
税　務　課　　　  　52-2214
議会事務局　　　　  52-2410
農林水産課　　　　  52-2471
建　設　課　　　  　52-2472
教育委員会　　　　　　 52-2661
健康福祉課　　　　  52-2662
こどもセンター　　  52-2533
文化館図書室　　　  52-2277
上ノ加江支所　　　  54-0311
上ノ加江公民館　　  54-0950
障害者生活支援センター　　52-4820
地域包括支援センター　　52-3352
人権啓発センター　  52-3939

 役場：大野見地区
地域振興課（代表）　57-2021
大野見青年の家　　  57-2129

 その他
社会福祉協議会　　  52-2058
　〃　大野見支所　  57-2217
シルバー人材センター　  52-4566
高幡東部清掃組合　  52-3538

▼
毎
月
20
日
は
県
民
交
通
安
全
の
日
▲
　
　
　
▼
毎
月
10
日
、
20
日
は
「
公
共
の
り
も
の
デ
ー
」
で
す
。
バ
ス
や
汽
車
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
▲

11月

22月

日付 行事（場所）時間
時間外診療

受入病院

15 日 大西病院

16 月 高陵病院

17 火 あったカフェ（あったかふれあいセンター「まんまる」）
10:00 ～ 11:30

須崎くろしお病院

18 水 くぼかわ病院

19 木 須崎くろしお病院

20 金 須崎くろしお病院

21 土 くぼかわ病院

22 日 梼原病院

23 月 高陵病院

24 火 須崎くろしお病院

25 水 くぼかわ病院

26 木 にこにこぼちぼちカフェ（上ノ加江老人憩いの家）10:00 ～ 11:30 須崎くろしお病院

27 金 須崎くろしお病院

28 土 須崎くろしお病院

29 日 くぼかわ病院

30 月 高陵病院

31 火 須崎くろしお病院

1 水 ひだまり（大野見保健福祉センター）10:00 ～ 11:30 くぼかわ病院

2 木 須崎くろしお病院

3 金 須崎くろしお病院

4 土 須崎くろしお病院

5 日 須崎くろしお病院

6 月 高陵病院

7 火 須崎くろしお病院

8 水 くぼかわ病院

9 木 須崎くろしお病院

10 金 人権相談（大野見青年の家）10:00～ 15:00 須崎くろしお病院

11 土 建国記念の日 くぼかわ病院

12 日 梼原病院

13 月 高陵病院

14 火 須崎くろしお病院

15 水 くぼかわ病院

情報セキュリティー月間

15 ～ 21 日　防災とボランティアの週間
17 日　　　   防災とボランティアの日
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雪
と
年
末
年
始

　

今
日
こ
れ
を
書
い
て
い
る
の
は
12
月
23
日
、
そ
う
、
高
知
市
で
過
去
一

番
の
積
雪
が
記
録
さ
れ
た
日
で
す
。
現
在
私
が
住
ん
で
い
る
矢
井
賀
地
区

も
降
っ
た
り
晴
れ
た
り
、
ま
た
降
っ
た
り
。
積
も
っ
て
は
い
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
で
も
降
る
時
は
本
格
的
な
雪
で
す
。
う
っ
か
り
当
番
だ
っ
た
こ
の
原

稿
を
忘
れ
て
い
て
、
急
い
で
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
い
な
が
ら
時
折
窓
の
外
を

見
て
い
る
、
と
い
う
状
況
で
す
。

　

私
は
生
ま
れ
が
埼
玉
県
な
の
で
す
が
、
埼
玉
も
冬
に
は
何
回
か
雪
が
降

り
ま
し
た
。
小
さ
い
頃
は
雪
が
降
る
と
は
し
ゃ
い
で
は
し
ゃ
い
で
、
雪
だ

る
ま
や
カ
マ
ク
ラ
を
作
っ
た
り
、
雪
合
戦
を
し
た
り
。
ス
キ
ー
や
ス
ノ
ボ

を
し
に
群
馬
県
や
新
潟
県
な
ん
か
に
行
く
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
今
思
う
と
何
が
悲
し
く
て

寒
い
時
期
に
寒
い
こ
と
を
し
た
り
、
寒
い
場
所
に
行
っ
た
り
し
て
い
た
の
か
、
ス
ッ
カ
リ
あ

の
時
の
気
持
ち
な
ど
忘
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
た
つ
で
ぬ
く
ぬ
く
し
な
が
ら
い
か
に
「
雪
」

を
理
由
に
家
事
を
サ
ボ
る
か
を
考
え
て
し
ま
う
、
大
人
に
な
っ
た
私
。

　

と
は
い
え
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
年
末
年
始
は
忙
し
く
お
仕
事
が
詰
ま
っ
て
い
て
、
お
休

み
に
入
る
ま
で
は
な
ん
だ
か
せ
わ
し
な
く
過
ご
し
そ
う
な
予
感
で
す
。
こ
れ
を
読
ん
で
い
る

皆
さ
ん
は
す
で
に
年
末
年
始
は
過
ぎ
て
、
通
常
の
生
活
に
戻
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
が
、
も

う
少
し
だ
け
、
私
の
年
末
年
始
に
お
付
き
合
い
下
さ
い
。

　

こ
の
お
正
月
休
み
に
私
に
は
大
き
な
目
標
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、「
鎌
倉
殿
の
13
人
」

を
一
気
見
す
る
こ
と
で
す
。
元
々
大
河
ド
ラ
マ
を
見
る
習
慣
が
な
か
っ
た
私
は
、
全
く
見
て

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
職
場
の
友
人
の
激
推
し
と
ラ
ジ
オ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
評
判
を
聞
き
、

こ
れ
は
！
と
思
い
、
年
末
年
始
に
サ
ブ
ス
ク
で
全
48
話
を
制
覇
す
る
つ
も
り
で
す
。
皆
様
は

す
で
に
見
終
わ
っ
て
過
去
の
こ
と
と
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
号
が
出
る
頃
、

も
し
よ
け
れ
ば
私
と
「
鎌
倉
殿
の
13
人
」
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。
い
ま
さ
ら
…
と

い
う
声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
が
。

　

そ
れ
で
は
、
２
０
２
３
年
が
皆
様
に
と
っ
て
、
素
晴
ら
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
！

（
五
藤　

夢
）

　　　　編集委員の

　　　　　ひとり言
　　　　編集委員の

　　　　　ひとり言

当院では次の専門医師が診察をしております。
・日本呼吸器内科専門医　・日本循環器内科専門医
・総合内科専門医　　　　・消化器内視鏡専門医
・消化器病専門医　　　　・肝臓専門医
早めの受診で病気の早期発見と早期治療に努め
ましょう。診察のお問い合わせは、右の電話番
号にてお尋ねください。

内科・消化器内科・循環器内科
呼吸器内科・リハビリテーション科
人間ドック

医療法人 千博会
ネオリゾート ちひろ病院
　　　　　　　　　院長　矢野　修一

〒 785-0008　須崎市中町１- ６- ２５
TEL  ４２- ２５３０　　FAX  ４２- ２５３２

〔併設施設〕介護医療院ちひろ
　　　　　　　　　　　   南国厚生病院

＊ 専門医師の診察のお知らせ ＊

　黒潮本陣・黒潮工房はリニューアルに伴う改修工事
のため、下記の期間、休館します。ご迷惑をおかけし
ますが、ご了承ください。
　休業期間中も 4 月 7 日以降の予約を受け付けていま
す。黒潮本陣（☎ 52-3500）までお問い合わせください。

期間：令和 4 年 12 月 26 日（月）～令和 5 年 4 月 6 日（木）
リニューアルオープン：令和 5 年 4 月 7 日（金）

【問い合わせ先】まちづくり課　☎ 52-2365

黒潮本陣
休館のおしらせ

ボランティア清掃の
お礼とご案内

　先日、笹場の浜と矢井賀地区の海岸にてボランティ
アの方々がごみ拾いを行いました。環境美化にご協力
いただき、誠にありがとうございました。また、日頃
より清掃活動を行われている皆様に心よりお礼申し上
げます。
　役場では、地域で清掃を行う方にゴミ袋を配布して
います。集めたゴミの回収も行いますので、清掃を検
討されている方は、町民環境課までご連絡ください。

【問い合わせ先】町民環境課　☎ 52-2215
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㈱横浪交通の介護タクシーをご利用ください
病院・施設などへの送迎、お墓参り、親戚・友人宅への訪問などにご利用ください。
お買い物・診察券の提出代行も行います。

車いすは 1 ～ 2 台に対応　　　ストレッチャーも完備

株  式  会  社
横 浪 交 通

須崎市浦ノ内西分 1079-9　☎ 0889-49-0007 / FAX 0889-49-0367
中土佐町福祉タクシー
チケットが使えます。

須崎営業所　☎ 0889-58-1012 0120-526-007

　公益財団法人国際青少年研修協会では、「第 47 回ちびっこ探検学校ヨロン島」の参加者を全国より募集して

います。この事業は、沖縄に近い南の島「ヨロン島」のサンゴ礁の海と美しい自然の中で、全国から参加する

仲間（日本人・外国人）との民宿での共同生活や、様々な野外活動（海水浴・イカダ作り＆イカダ漕ぎ・さと

うきび刈り & 絞り・洞窟探検など）を通して言葉や習慣の違いを乗り越え、友達作りの楽しさを知り友情を深め、

お互いに協力し助け合い、積極的にチャレンジする心を養います。

　今度の春休みは、思い出に残る楽しい体験をしに暖かな南の島「ヨロン島」に行きませんか？

期　間：令和 5 年 3 月 26 日（日）～同 4 月 1 日（土）　6 泊 7 日

場　所：鹿児島県大島郡与論町

説明会：説明会（対面式・オンライン）の詳細につきましてはお問い合わせください。

　　　　※対面式での説明会は東京のみ（2 月）、オンライン説明会は 1 月下旬～ 2 月下旬に実施予定

定　員：日本人小学生 100 人、外国人小学生 100 人（小学校 2 年生～ 6 年生 / 令和 5 年 2 月末）

締　切：令和 5 年 3 月 6 日（月）

【申込・問い合わせ先】

公益財団法人　国際青少年研修協会　☎ 03-6825-3130

メール：info@kskk.or.jp　ホームページ：http://www.kskk.or.jp

第 47 回　ちびっこ探検学校ヨロン島　参加者募集第 47 回　ちびっこ探検学校ヨロン島　参加者募集

24
時
間
健
康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

☎ 088(832)5266
高知保険医協会

朝 9 時から翌朝 9 時まで 24 時
間同じテーマが流れます。日・
祝日は前日と同じです。

1
月
の
テ
ー
マ

月
　
智
歯
周
囲
炎
（
親
知
ら
ず
の
痛
み
）

火
　
子
ど
も
の
言
葉
の
遅
れ

水
　
膀
胱
炎

木
　
過
換
気
症
候
群

金
　
す
い
臓
が
ん
の
話

土
・
日
　
適
応
障
害

高知県で働くすべての方へ
意  識  し  た  こ  と
あ  り  ま  す  か  ？ 最低賃金最低賃金

これまでの
最低賃金 820 円高知県

853 円
時間額

【問い合わせ先】高知労働局（賃金室）　☎ 088-885-6024
　　　　　　　  須崎労働基準監督署　☎ 42-1866

令和 4 年
10 月 9 日
以降分として
支払うもの
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文
芸
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
俳
句
、
短
歌
、
絵
手
紙
な
ど
、
皆
さ
ん
の
心
温
ま
る
作
品
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

文
芸
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
俳
句
、
短
歌
、
絵
手
紙
な
ど
、
皆
さ
ん
の
心
温
ま
る
作
品
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
封
書
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て
役
場
総
務
課
内
広
報
編
集
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
送
り
く

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
封
書
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て
役
場
総
務
課
内
広
報
編
集
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
送
り
く

だ
さ
い
。
な
お
、
希
望
多
数
の
場
合
、
掲
載
を
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

だ
さ
い
。
な
お
、
希
望
多
数
の
場
合
、
掲
載
を
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
手
書
き
の
場
合
は
誤
字
を
防
ぐ
た
め
、
ふ
り
が
な
を
添
え
た
楷
書
で
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
手
書
き
の
場
合
は
誤
字
を
防
ぐ
た
め
、
ふ
り
が
な
を
添
え
た
楷
書
で
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

【
問
い
合
わ
せ
先
】
広
報
編
集
委
員
会
事
務
局　

広
報
編
集
委
員
会
事
務
局　

☎☎
５
２
‐
２
２
１
１

５
２
‐
２
２
１
１

趣
味
の
文
芸

趣
味
の
文
芸

趣
味
の
文
芸

俳  

句

中土佐町の便利屋　なんでもやプラス　中土佐店
ゴミ廃棄物撤去（タンス、机、ソファーなど家具類、ガラス、陶器、プラスチック、金属類など）
液体や生ごみ以外なんでも処分いたします。
各種リフォーム（網戸、襖、畳、床、壁紙張替、外壁・屋根塗装、温水便座取付けなど）
シロアリ駆除、引っ越し、墓地掃除、ソーラー温水器撤去、家屋解体

なんでもご相談ください！　　お見積り無料！！
お問合わせ　（株） PLUS （政岡）　☎ 0889-52-3220
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落
石
に
注
意
と
標
し
山
眠
る

透
き
通
る
水
面
の
底
に
あ
る
夕
日

薄
氷
ゆ
る
ゆ
る
と
浮
く
手
水
鉢

沖
を
見
る
漁
師
仲
間
の
懐
手

冬
紅
葉
歩
き
遍
路
の
休
憩
所

カ
ル
ス
ト
に
放
牧
の
牛
小
さ
く
見
ゆ

黒
猫
の
一
匹
座
る
冬
田
か
な

云
ふ
ま
い
と
思
へ
ど
今
日
の
寒
さ
か
な

憂
き
事
の
夛
き
今
年
の
暮
れ
と
な
り

落
ち
る
も
の
全
て
沈
め
り
冬
の
川

秋
茄
子
に
今
日
も
水
遣
る
吾わ
ぎ
も妹
か
な

今
日
も
又
し
び
っ
た
と
言
う
冬
日
か
な

真
っ
青
な
空
を
背
に
し
て
ピ
ラ
カ
ン
サ

黄
葉
の
真
只
中
や
山
の
寺

井
上
真
知
子

木
村　
　

幸

井
上　

恭
子

中
沢　

孝
子

下
元　

三
和

下
元　

秀
美

西
岡　

和
久

田
上　

信
子

大
西　

良
子

濵
田
萬
智
子

中
平　

宙
士

木
村　

和
世

野
村　

性
孝

田
村　

慶
子

（
矢
井
賀
）

（
矢
井
賀
）

（
矢
井
賀
）

（
矢
井
賀
）

（
大
野
見
）

（
大
野
見
）

（
大
野
見
）

（
大
野
見
）

（
大
野
見
）

（
久　
　

礼
）

（
上
ノ
加
江
）

（
上
ノ
加
江
）

（
上
ノ
加
江
）

（
上
ノ
加
江
）

11 月の人口
　男　　2,870（－　53）
　女　　3,260（－ 108）
合計　6,130（－ 161）
世帯　3,333（－ 052）

令和 4 年 1 月からの出生届出数 17 人
※この数字は令和 4 年 11 月末現在の
住民基本台帳によるものです。

（）内は前年同月比

町のベストセラー５
宮脇書店　新中土佐店 12 月調べ

順位 タ　イ　ト　ル 作者 出版社 価格（税込み）

1 位 どうする家康　前編 NHK 大河ドラマ編集部 NHK 出版 1,320 円

2 位 80 歳の壁 和田 秀樹 幻冬舎 990 円

3 位 すずめの戸締まり 新海 誠 角川書店 924 円

4 位 老害の人 内館 牧子 講談社 1,760 円

5 位 教誨 柚月 裕子 小学館 1,760 円

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
12
月
号
に
て
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
す
る
と
と
も
に
次
の
通
り
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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久礼　長沢中下

西田　弦
け ん と

叶くん
令和 4 年 10 月 2 日生まれ

父：昌平　母：伴

久礼　観音堂

奈路　丈
たけはる

治くん
令和 4 年 6 月 17 日生まれ

父：悠汰　母：飛鳥

    おもしろおもしろ
写写真真館館

三つ子の三つ子のししとうししとう

黄色いウグイ？黄色いウグイ？

　久礼・大野の政岡さんのハウスで、竹本榮

子さんが見つけられた三つ子のししとう（写

真左）。何年もししとう取りをされているそ

うですが、3 つが 1 つになっているのは初

めて見つけたそうです。

　上ノ加江・両栄川で発見された魚です。専門家の方

にお伺いすると「黄変個体のウグイではないでしょう

か」とのことでした。写真のみではっきりしたことは

わかりませんが、珍しいもののようです。

高知城歴史博物館　催しのお知らせ

【問い合わせ先】高知県立高知城歴史博物館　☎ 088-871-1600

●企画展　山内家のおひなさま

　公家の装束を忠実に再現した「有職雛」や華やかな金蒔絵がほどこされた挟箱・鏡台・貝桶など、山内家伝来

のひな道具を展示します。また、あわせて「嫁入り本」と呼ばれる、歌集や物語の写本をご紹介します。美しい

筆跡、豪華な装丁をお楽しみください。

開催期間：令和 5 年 1 月 1 日（日・祝）～ 3 月 6 日（月）

観覧料：700 円

　　　　（常設展含。高校生以下と県内 65 歳以上の方は無料）

　　　　3 月 4 日・3 月 5 日（城博の日）はすべての方が無料

開館時間：9 時～ 18 時　日曜のみ 8 時～ 18 時

　　　　　※展示室への入室は閉館 30 分前まで ▲有職雛


